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　茨城県の最北西端に位置し，北は福島県，西は栃木県に接
するやや南北に長いほぼひし形の形をした広大な町である。
面積の約８割は，八溝山系と阿武隈山系からなる山岳地であ
る。気候は低温多雨の寒暖の差が大きい山岳気候で，この
特性を活かしてお茶，りんご，こんにゃく，お米などの多くの特
産物が生産されている。日本三名瀑の一つ袋田の滝をはじ
め，県内最高峰の八溝山や男体山の秀峰，久慈川の清流，
奥久慈温泉郷などの自然資源に恵まれた山紫水明の地で，
年間150万人の観光客が訪れる観光と農林業の町である。
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＜概要＞

退職手当　消防賞じゅつ金　交通共
済　消防災害補償　非常勤公務災害　
市町村会館管理　滞納処分等　農業
共済

過疎
辺地（一部区域）
山振（一部区域）　
特定農山村

ｋ㎡083640
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昭和30年3月31日　合併
大子町　依上村　佐原村　黒沢村　宮川村　
生瀬村　袋田村　上小川村　下小川村の一部
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①沿革
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和田　宗介

中郡　一彦
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将来にわたる財政負担（D=A＋B-C)
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26.3

3,755

[24,964]

[6.9]( 25.0 )

[4,655]債務負担行為支出予定額（B)
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②今後の主要課題・特色ある行政等

内　　　容

子育て世代のニ－ズに応え，より良い
育児・住環境を提供するため，袋田・
芦野倉地区に子育て支援住宅を建設
する。
筑波大学の地域総合診療医学講座への
寄附を行い，週1日，当番の救急医療機
関に当直医を派遣し，及び日勤外来診
療担当医を派遣してもらい，町内医療機
関の医師確保を図る。
特産品の高付加価値の販売を行うため，
販路拡大・PR活動などを推進するため，
（一社）大子町特産品流通公社へ業務を
委託するとともに，運営に係る支援を行
う。

外からの目線で町が抱える課題の解
決や地域コミュニティの活性化，観光
資源の掘り起こしなど様々な形態で町
の活性化に取り組む。

新庁舎建設のための基本設計，実施
設計，地質調査業務等を行う。

１　子育て・教育支援の充実
　若い世代の希望にかなう「日本一の子育て支援のまち」を目指し，子育て
世帯の負担軽減，子育て世代のニーズを捉えた環境整備や支援体制の強
化，学力向上や豊かな心の醸成などの学校教育の充実を図る。
２　健康長寿・医療・福祉体制の充実
　高齢者が生き生きと暮らす「日本一の福祉のまち」を目指し，生きがい健康
づくり及び介護予防の推進，医療・介護の連携など地域福祉体制の充実や
医師確保等地域医療体制の強化を図る。
３　特産品・地場産業の振興
　特産品，地場産業の振興により，地域の稼ぐ力を高め，若者や高齢者の働
く機会を創出する。
４　観光・交流の促進
　地域の魅力を高め，新しい人の流れをつくる。
５　安全・安心な生活環境の充実
　安全・安心に暮らせるまちづくりを推進する。※２　県平均のうち実質公債費率及び将来負担比率は加重平均，それ以外は単純平均

100

(19.44 )

％

・普通会計に関する主な指標

[7,523]

百万円

百万円

[90.2]

[22,096]

[0.697]

経常収支比率

地方債現在高（A)


